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尾形香三夫『追悼展』最終日の10月14日、息子の尾形回帰が率いる
バンド『ＨＥＲＥ』の凱旋ライブで追悼展が締めくくられた。
本村出身の尾形回帰（ふらわ）、武田将幸（拓新）、西井慶太（川下）が
登場したライブで、「新篠津村にロックを持って来たかった。父の追悼
展を開催してくれたお陰で、25年かかったけどやっとこの村に帰っ
て来られた。」と感謝と喜びを語る回帰の言葉に心が震えた。
彼らは新篠津小学校で出会い、新篠津中学校の時にバンドを結成した。
彼らが育ったこの村にも、こんな音楽の環境があったのだと実感した
瞬間だった。（自治センター）
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総

務

費

■ 
大
塚
委
員 

　

東
京
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道

移
住
・
交
流
フ
ェ
ア
に
本
村
か

ら
出
展
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
に
本
村
の

出
展
ブ
ー
ス
に
は
約
20
組
の

方
々
が
訪
れ
、
職
員
が
問
い
合

わ
せ
等
に
対
応
し
た
。

　

出
展
ブ
ー
ス
に
お
越
し
い
た

だ
い
た
方
々
に
は
、
村
の
生
活

環
境
や
移
住
・
定
住
者
に
対
す

る
支
援
制
度
、
子
育
て
に
関
す

る
支
援
制
度
な
ど
の
説
明
を
行

い
な
が
ら
、
小
規
模
の
農
村
で

あ
る
が
都
市
部
に
近
い
こ
と
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た

と
考
え
て
い
る
。

■ 

山
元
委
員 

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
か
な
り
実

績
を
伸
ば
し
た
の
と
同
時
に
寄

附
者
に
対
す
る
返
礼
品
が
不
足

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
た
か
。

□ 

山
田
総
務
課
長 

　

令
和
５
年
度
は
、
２
億
７
千

万
円
を
超
え
る
寄
附
金
収
入
に

よ
り
対
前
年
度
比
199
％
増
と

な
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
約
58
％
を
返
礼
品

な
ど
に
か
か
る
経
費
と
し
て
支

出
し
て
お
り
、
寄
附
者
が
希
望

す
る
返
礼
品
の
う
ち
約
88
％
が

お
米
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
お

米
の
在
庫
が
な
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
12
月
27
日
を
も
っ

て
お
米
を
希
望
す
る
方
の
受
付

を
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
対
応
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

民

生

費

■ 

山
元
委
員 

　

村
内
業
者
へ
業
務
委
託
し
て

い
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
は
、

利
用
者
が
増
え
て
お
り
一
事
業

者
で
は
負
担
が
大
き
い
と
思
う

が
現
状
は
ど
う
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

令
和
５
年
度
の
利
用
者
は
述

べ
１
６
４
９
人
で
前
年
よ
り
伸

び
て
い
る
。

　

受
託
業
者
は
本
業
を
別
に

持
っ
て
お
り
苦
労
し
て
い
る
面

も
あ
る
と
思
う
が
、
村
と
し
て

も
可
能
な
限
り
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
事
業
を
円
滑
に
進
め
た
い
。

■ 

大
塚
委
員 

　

福
祉
人
材
確
保
対
策
就
労
支

援
金
は
、
看
護
・
保
育
な
ど
の

分
野
へ
も
給
付
対
象
を
広
げ
て

い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
そ
う
い

う
議
論
は
さ
れ
て
い
る
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

保
育
士
に
対
し
て
は
、
現
在
、

該
当
者
が
い
れ
ば
給
付
の
対
象

と
し
て
い
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
給
付
対
象
の
拡

大
は
検
討
し
て
い
な
い
。

衛

生

費

■ 

山
元
委
員 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
公

費
負
担
に
よ
る
接
種
が
終
了
し

任
意
接
種
と
な
っ
た
が
、
令
和

５
年
度
の
実
施
状
況
は
。

□ 

岡
住
民
課
参
事 

　

本
村
の
接
種
率
と
し
て
、
４

月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
で
65

一
般
会
計
と

４
特
別
会
計
の

決
算
を

認
定

■
決
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
５
年
度高橋　隆光 委員長

　令和５年度の新篠津村各会計歳入歳出決算が、
監査委員の決算審査意見書とともに提出され、決
算審査特別委員会（高橋隆光委員長・南部隆志副委
員長）を設置し、９月９日に審査を行い審査の結果、
認定となりました。
　主な質疑内容は次のとおりです。
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歳
以
上
が
70
・
３
％
、
全
体
で

33
・
９
％
、
10
月
か
ら
３
月
ま

で
の
期
間
で
65
歳
以
上
が
67
・

１
％
、
全
体
で
35
・
０
％
の
方

が
接
種
を
受
け
た
。

■ 

南
部
委
員 

　

北
石
狩
衛
生
施
設
解
体
に
係

る
経
費
は
、
こ
れ
ま
で
ど
の
く

ら
い
負
担
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
負
担
金
の
見

込
み
額
は
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
に
474
万
９
千
円
を
北
石

狩
衛
生
施
設
組
合
へ
支
出
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
当
初
予

算
に
負
担
金
710
万
８
千
円
を
計

上
し
て
お
り
、
今
年
度
の
支
出

を
も
っ
て
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。農

林
水
産
業
費

■ 

大
塚
委
員 

　

畑
地
化
促
進
事
業
補
助
金
を

申
請
さ
れ
た
方
は
、
100
％
認
め

ら
れ
た
の
か
。

□ 

金
兵
産
業
建
設
課
長 

　

当
初
は
全
国
的
に
希
望
者
が

多
く
国
の
予
算
の
関
係
で
十
分

に
配
分
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
最

終
的
に
は
申
請
さ
れ
た
方
に

100
％
配
分
さ
れ
た
。

■ 

大
塚
委
員 

　

農
地
の
目
標
地
図
に
つ
い
て

昨
年
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
が
、
10
年
後
、
本
村
の
農
家

戸
数
の
見
通
し
は
。

□ 

佐
藤
農
業
委
員
会
事
務
局
長 

　

あ
く
ま
で
も
予
測
の
数
値
で

あ
る
が
、
現
在
60
歳
以
下
の
担

い
手
が
い
な
い
34
戸
の
農
家
が

10
年
後
に
離
農
等
に
よ
り
減
少

す
る
と
想
定
し
た
場
合
、
農
家

戸
数
が
184
戸
程
度
に
な
る
と
予

想
さ
れ
る
。

商

工

費

■ 

南
部
委
員 

　

温
泉
の
日
助
成
金
は
、
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
し
前
年
よ
り
実
績

が
伸
び
た
と
思
う
が
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

温
泉
利
用
者
は
令
和
４
年
度

か
ら
持
ち
返
し
て
お
り
、
令
和

５
年
度
実
績
は
２
３
２
６
人
で

対
前
年
比
49
人
減
と
な
っ
た
。

■ 

北
川
委
員 

　

た
っ
ぷ
の
湯
の
空
調
設
備
が

整
備
さ
れ
た
が
、
稼
働
後
の
効

果
と
指
定
管
理
者
か
ら
ど
の
よ

う
な
報
告
が
あ
っ
た
か
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

今
回
、
客
室
24
室
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
事
務
所
の
空
調
設
備
が

整
備
さ
れ
た
。

　

や
は
り
夏
場
の
時
期
は
快
適

で
あ
り
利
用
す
る
方
に
と
っ
て

過
ご
し
や
す
い
環
境
が
整
え
ら

れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
か
ら
も
利
用
者

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。

土

木

費

■ 

山
元
委
員 

　

南
団
地
整
備
事
業
は
、
当
初

の
計
画
よ
り
建
設
棟
数
を
減
ら

し
１
年
早
く
、
令
和
５
年
度
の

解
体
工
事
を
も
っ
て
完
了
し
た

が
、
入
居
な
ど
の
状
況
に
影
響

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
周
辺
道
路
な
ど
の
整

備
は
全
て
完
了
し
た
の
か
。

□ 

金
兵
産
業
建
設
課
長 

　

南
団
地
へ
の
入
居
希
望
者
が

い
る
の
は
確
か
だ
が
、
公
営
住

宅
長
寿
命
化
計
画
で
は
、
集
合

住
宅
の
全
体
戸
数
は
概
ね
現
状

の
戸
数
で
充
足
し
て
い
る
の
で

影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

□ 

東
産
業
建
設
課
参
事 

　

住
宅
解
体
後
の
残
地
や
道
路

付
け
替
え
に
よ
る
廃
道
部
分
に

対
し
て
は
、
状
況
を
み
て
砂
利

を
敷
く
な
ど
の
対
応
を
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
セ
ン
タ
ー
裏
の

道
路
を
村
道
廃
止
と
し
た
が
、

新
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
道
路
計
画
の
見
直
し

も
検
討
し
た
い
。

教

育

費

■ 

南
部
委
員 

　

児
童
生
徒
修
学
旅
行
費
補
助

金
の
補
助
基
準
は
。

□ 

窪
田
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的

と
し
て
令
和
５
年
度
か
ら
実
施

し
た
新
規
事
業
だ
が
、
１
人
当

た
り
小
学
生
１
万
５
千
円
、
中

学
生
４
万
円
を
上
限
と
し
て
、

修
学
旅
行
費
の
２
分
の
１
を
支

給
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■ 

北
川
委
員 

　

運
動
公
園
に
新
た
に
設
置
さ

れ
た
遊
具
は
、
ど
の
く
ら
い
利

用
さ
れ
て
い
る
か
。

□ 

窪
田
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

管
理
人
を
常
駐
さ
せ
て
い
な

い
の
で
正
確
な
人
数
は
把
握
し

整備が完了した公営住宅南団地
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て
い
な
い
が
、
オ
ー
プ
ン
当
初

は
１
日
に
50
人
程
度
の
利
用
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

一
般
会
計
歳
出
全
般

■ 

大
塚
委
員 

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
で

電
気
料
金
が
決
算
全
体
で
上

が
っ
て
い
る
と
思
う
が
。

□ 

貝
田
財
政
係
長 

　

電
気
料
金
は
令
和
４
年
度
か

ら
高
騰
し
て
お
り
、
令
和
５
年

度
も
高
止
ま
り
の
状
態
で
あ
る
。

　

主
要
施
設
の
電
気
料
を
集
計

し
、
対
前
年
度
と
比
較
す
る
と

令
和
４
年
度
よ
り
年
間
約
480
万

円
増
加
し
て
い
る
。

一
般
会
計
歳
入
全
般

■ 

南
部
委
員 

　

村
税
の
不
納
欠
損
を
行
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

□ 

伊
藤
総
務
課
主
幹 

　

村
民
税
１
件
、
固
定
資
産
税

１
件
、
国
民
健
康
保
険
税
１
件

に
つ
い
て
行
な
っ
た
。

　

適
正
執
行
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
厳
正
な
判
断
の
も
と

行
っ
て
い
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附
さ
れ

た
方
が
指
定
す
る
目
的
別
使
途

の
内
訳
は
。

　

ま
た
、
し
ん
し
の
つ
天
文
台

の
維
持
管
理
な
ど
を
目
的
と
し

て
寄
附
金
を
募
っ
て
は
ど
う
か
。

□ 

山
田
総
務
課
長 

　

寄
附
金
の
金
額
を
ベ
ー
ス
と

し
た
割
合
は
、
一
般
寄
附
30
％
、

子
育
て
支
援
45
％
、
地
域
福
祉

８
％
、
教
育
文
化
５
％
、
移
住

定
住
２
％
、
観
光
振
興
９
％
で

あ
っ
た
。

　

特
定
の
事
業
に
寄
附
を
募
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

今
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
な
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

■ 

大
塚
委
員 

　

保
険
給
付
費
を
抑
え
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
保
健
予
防
活
動

の
取
り
組
み
で
、
課
題
は
な

か
っ
た
か
。

□ 

細
道
住
民
課
主
幹 

　

こ
の
数
カ
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

様
々
な
活
動
が
抑
制
さ
れ
た
が
、

健
診
事
業
な
ど
今
ま
で
集
団
で

行
っ
て
き
た
も
の
を
工
夫
し
な

が
ら
継
続
さ
せ
て
き
た
。

　

感
染
症
の
区
分
が
５
類
へ
変

更
さ
れ
た
が
、
元
に
戻
す
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
発
展

さ
せ
た
い
。

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

■ 

南
部
委
員 

　

集
排
事
業
会
計
で
も
不
納
欠

損
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
扱
い
を
し
て
い
る
か
。

□ 

東
産
業
建
設
課
参
事 

　

令
和
６
年
度
か
ら
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、

滞
納
期
間
が
５
年
以
上
経
過
し
、

本
村
か
ら
送
付
す
る
督
促
状
等

の
郵
便
物
が
届
か
な
い
10
件
を

厳
正
な
判
断
の
も
と
不
納
欠
損

と
し
た
。

村税
325,341千円
 8.1%

諸収入
102,132千円
 2.6%

国道支出金
642,573千円
 16.0%

村債
269,140千円
6.7%

地方譲与税
56,382千円
 1.4%

繰入金
152,939千円
 3.8%

繰越金
85,851千円
 2.1%

財産収入
18,836千円
 0.5%

使用料等
378,898千円
 9.4%

地方交付税
1,881,180千円
 46.9%

地方消費税
交付金
78,961千円
 2.0%

その他交付金
20,452千円
 0.5%

歳出総額 3,902,291千円

一般会計決算の内容
歳入総額 4,012,685千円

議会費
34,795千円
 0.9%

総務費
1,425,609千円
 36.5%土木費

343,882千円
 8.8%

公債費
430,477千円
 11.0%

教育費
364,322千円
 9.3%

民生費
579,563千円
 14.9%

衛生費
141,119千円
 3.6%

商工費
151,182千円
 3.9%

農林水産業費
424,729千円
 10.9%

諸支出金
6,613千円
 0.2%
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定
例
会
の
主
な
内
容

専
決
処
分

 【
令
和
６
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
２
号
）

　

歳
出
補
正
の
内
容

・
定
額
減
税
補
足
給
付
金

６
３
８
万
円

条
例
改
正

◎
新
篠
津
村
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
被

保
険
者
証
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。補

正
予
算

【
令
和
６
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
３
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
給
与
シ
ス
テ
ム
改
修
手
数
料

83
万
円

・�

地
域
情
報
拠
点
施
設
発
信
映

像
制
作
業
務
委
託
料

41
万
円

・
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

79
万
円

・
児
童
手
当�

７
５
８
万
円

・
予
防
接
種
業
務
委
託
料

８
４
９
万
円

・
予
防
接
種
費
助
成
金

62
万
円

・
観
光
協
会
補
助
金�

68
万
円

・
村
営
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

△
３
１
４
万
円

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス２

３
２
１
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉４

９
８
２
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

37
億
６
１
９
０
万
円

【
令
和
６
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
４
号
）

　

歳
出
補
正
の
内
容

・�
自
動
火
災
報
知
設
備
改
修
工

事�

３
６
９
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉３

６
９
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

37
億
６
５
５
９
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１

号
）

　

歳
出
補
正
の
内
容

・
還
付
金
等�

２
１
３
７
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉２

１
３
７
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
億
４
０
３
７
万
円

人　
　

事

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
委
員
に
つ
い
て

新
た
に
山
内
寛
子
氏
（
中
原
）

を
任
命
す
る
こ
と
で
同
意
し
ま

し
た
。

　

任
期
は
令
和
10
年
９
月
30
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

請

願

書

　

請
願
書
１
件
に
つ
い
て
、
行

政
常
任
委
員
会
に
付
託
の
上
、

審
議
し
た
結
果
、
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
採
択
さ
れ
た
請
願
書

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第

99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
府

関
係
機
関
等
へ
意
見
書
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

意

見

書

◎
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

行
政
常
任
委
員
会
の
提
案
に

よ
る
意
見
書
案
を
可
決
し
、
政

府
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
、
北

海
道
選
出
国
会
議
員
に
は
陳
情

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
第
３
回
村
議

会
定
例
会
が
、
９
月
４
日
か

ら
９
日
間
の
会
期
を
も
っ

て
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
補
正
予
算
な
ど

５
件
を
審
議
し
た
結
果
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
し
ま
し
た
。

会
期
中
は
、
付
託
さ
れ
た

案
件
を
審
議
す
る
た
め
、
行

政
常
任
員
会
及
び
決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

最
終
日
に
は
各
委
員
会

か
ら
の
報
告
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
追
加
の
補
正
予

算
及
び
意
見
書
案
１
件
、
委

員
会
発
委
１
件
を
審
議
し

た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、
３
人
の
議
員
か
ら
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回

　定
例
会

第
３
回

　定
例
会

令
和
6
年

山内　寛子　氏
（新　任）

件　名 提　出　者 結　果

食料・農業・農
村基本計画の改
訂に関する請願
書

新篠津村農業協同組合
　代表理事組合長　　長屋　光一
紹介議員
　新篠津村議会議員　南部　隆志
　新篠津村議会議員　林　　和彦

採　択
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○
大
塚
議
員　
質
問

　

新
篠
津
中
学
校
３
年
生
に
よ

る
政
策
提
案
会
が
７
月
10
日
に

行
わ
れ
た
。

　

生
徒
は
４
月
に
修
学
旅
行
で

東
京
を
訪
れ
、
一
流
企
業
へ
の

企
業
訪
問
を
行
い
、
そ
の
取
り

組
み
を
学
び
な
が
ら
村
の
未
来

に
対
し
て
多
く
の
政
策
提
言
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
企
業
訪
問
は
一

過
性
の
も
の
に
せ
ず
、
子
ど
も

た
ち
の
職
業
教
育
の
一
環
と
し

て
非
常
に
価
値
の
あ
る
学
び
で

あ
り
、
将
来
「
自
分
が
な
り
た

い
職
業
」
を
選
択
す
る
た
め
の

必
要
な
教
育
と
捉
え
、
今
後
も

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思

う
。
そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
次

年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
学
校
の

伝
統
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

　

中
学
３
年
生
の
研
修
の
成
果

と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力
の
育
成
、
地
域
へ
の
刺
激
、

未
来
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
構

築
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
機
会

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ふ

る
さ
と
教
育
」
と
「
キ
ャ
リ
ア

　令和６年第３回村議会定例会が９月４日から12日の９日間の日程で開催され、議会最終日に３人の

議員が一般質問し、石塚村長と荒谷教育長に答弁を求めました。

（紙面の都合により、要約し掲載しています。）

村政村政ののここここがが聞きたい聞きたい
～3人の議員から8項目を問う～～3人の議員から8項目を問う～

一般
質問

１　大塚　裕樹　議員
　① 中学校の企業訪問継続について
　② ゼロカーボンシティの具体的な政策について
　③ 村議会議員の欠員について

２　南部　隆志　議員
　① 中学生政策提案会から村政の未来について
　② 農地の確保について
　③ 道路整備及び改修工事について

３　竹村　清一　議員
　① 保育所の運営状況について
　② 村内における道路標識について

一般質問
大
おお

塚
つか

裕
ひろ

樹
き

 議員

企業訪問による職業教育

　　今後も積極的に進めては

キャリア教育とふるさと教育

　　　いっそうの充実を図る

Q.

A.
動画はこちら
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教
育
」
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を

図
る
た
め
、
今
後
の
継
続
を
考

慮
し
な
が
ら
教
育
委
員
会
も
学

校
、
生
徒
と
一
体
と
な
っ
て

し
っ
か
り
と
支
援
し
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

　

今
年
３
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
い
、
今

年
度
は
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
策
定
に
向
け
て
検
討
委
員

会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
具
体
的
に
計
画
実
現

に
向
け
て
政
策
立
案
を
し
て
い

く
な
か
で
、
村
独
自
の
施
策
を

打
ち
出
す
べ
き
だ
と
強
く
願
っ

て
い
る
。

　

将
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
環
境

対
策
と
し
て
先
送
り
す
る
こ
と

な
く
、
一
丁
目
一
番
地
の
政
策

と
し
て
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
地
域
課
題
も
併
せ
て
解
決

で
き
る
政
策
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
お
り
、
地
域
住
民
の
視
点

も
不
可
欠
で
あ
る
。

　

環
境
政
策
は
各
課
に
も
横
断

的
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
総
合

的
な
政
策
で
あ
る
の
で
、
そ
の

よ
う
な
検
討
も
行
っ
た
う
え
で

将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
新

篠
津
村
の
未
来
を
築
い
て
い
き

た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

　

昨
年
の
４
月
に
行
わ
れ
た
村

議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
初

め
て
１
名
の
欠
員
に
な
っ
た
。

　

議
会
と
し
て
も
非
常
に
危
機

感
を
感
じ
、
議
会
改
革
の
先
進

地
で
あ
る
栗
山
町
議
会
へ
の
訪

問
や
他
町
村
へ
行
政
視
察
も

行
っ
た
。

　

昨
年
に
は
議
会
と
し
て
「
議

員
の
な
り
手
不
足
を
考
え
る
部

会
」
を
立
ち
上
げ
、
村
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
行
っ
た
。

　

村
民
の
方
々
の
様
々
な
意
見

も
考
慮
し
な
が
ら
、
来
年
度
に

実
施
さ
れ
る
議
会
議
員
の
補
欠

選
挙
で
一
人
で
も
多
く
の
候
補

者
が
出
る
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

村
の
人
口
も
確
実
に
減
少
し
、

少
子
高
齢
化
が
進
み
生
産
年
齢

人
口
も
減
少
し
て
い
る
な
か
で
、

今
後
の
議
会
議
員
の
な
り
手
の

維
持
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

議
員
の
な
り
手
不
足
は
、
地

方
自
治
体
に
お
い
て
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
声

を
反
映
す
る
た
め
に
は
、
議
員

の
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

今
年
５
月
に
行
っ
た
議
会
に

関
す
る
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

村
と
し
て
も
協
力
し
て
き
た
と

こ
ろ
だ
が
、
村
民
が
村
議
会
や

議
会
制
度
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
か
な
ど
、
議
会
の

活
性
化
や
議
会
の
あ
る
べ
き
姿

を
分
析
し
、
議
員
の
仕
事
の
意

義
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
よ
り
多
く
の
方
が
立

候
補
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
環

境
が
整
え
ら
れ
、
活
性
化
や
改

革
が
進
ん
で
い
け
ば
よ
い
と
考

え
て
い
る
。

村独自の施策を打ち出し

　地球温暖化対策の実行を

総合的施策として検討し

　　持続可能な未来を築く

Q.

A.

議会議員のなり手不足

　　　議会をどう維持するか

地域の声を反映するため

　　　　議員数の確保は重要

Q.

A.

一般質問
南
なん

部
ぶ

隆
たか

志
し

 議員

企業理念や事業の考え

　　　村政のヒントにしては

職員の研修機会として

　　企業との交流も検討する

Q.

A.
動画はこちら

10月２日に開催された第２回地球温暖
化対策実行計画策定委員会
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○
南
部
議
員　
質
問

７
月
10
日
行
わ
れ
た
「
中
学

生
政
策
提
案
会
」
で
、
４
月
に

修
学
旅
行
自
主
研
修
で
の
一
流

企
業
４
社
を
訪
問
し
学
ん
だ
会

社
理
念
や
事
業
展
開
に
加
え
て
、

社
外
地
域
へ
の
発
信
な
ど
を
発

表
し
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
の
村
政
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
と
思
う
の
で
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
が
視
察
研
修
さ
れ
た
先
の

企
業
１
社
で
も
、
特
別
職
を
は

じ
め
と
す
る
役
場
職
員
に
研
修

を
い
た
だ
き
、
企
業
理
念
や
事

業
へ
の
考
え
方
を
学
ん
で
来
る

こ
と
を
検
討
し
て
は
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

職
員
の
研
修
機
会
は
重
要
と

考
え
て
お
り
、こ
れ
ま
で
も「
道

内
先
進
事
例
研
修
」
や
「
国
内

先
進
事
例
研
修
」
に
職
員
研
修

と
し
て
参
加
さ
せ
、
道
内
市
町

村
職
員
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
見
聞
を
広
め
て
お
り
、

今
後
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

現
在
、
次
世
代
半
導
体
の
国

産
化
を
目
指
す
ラ
ピ
ダ
ス
社
が
、

千
歳
市
に
工
場
を
建
設
中
で
、

ラ
ピ
ダ
ス
社
並
び
に
北
海
道
バ

レ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が
大
規
模
な
雇

用
を
作
り
出
す
可
能
性
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
機
会
が
あ

れ
ば
企
業
と
の
交
流
も
検
討
し

た
い
。

○
南
部
議
員　
質
問

　

先
日
説
明
会
が
行
わ
れ
た
農

村
長
期
計
画
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
後
継
者
の
い
な
い
耕
作
者
に

よ
る
農
地
斡
旋
申
込
み
は
続
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
農

地
流
動
化
の
停
滞
が
課
題
と
さ

れ
て
い
る
。

　

本
村
も
Ｊ
Ａ
や
農
業
委
員
会

な
ど
農
業
団
体
の
構
成
に
よ
る

企
業
団
を
設
立
し
、
将
来
を
見

据
え
た
検
討
が
必
要
で
は
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

改
正
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
で
は
、
担
い
手
以

外
の
多
様
な
農
業
者
の
位
置
付

け
、
農
業
法
人
の
経
営
基
盤
の

強
化
な
ど
が
施
策
と
さ
れ
た
。

今
後
も
稲
作
を
中
心
と
し
た

土
地
利
用
型
農
業
を
基
本
に
、

野
菜
や
花
卉
な
ど
を
取
り
入
れ

た
複
合
経
営
を
推
進
す
る
の
か
、

農
業
法
人
な
の
か
、
今
後
の
新

篠
津
農
業
の
方
向
性
を
探
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
幹
事
会
で
は
、
本

年
度
、
こ
の
議
論
を
ま
ず
は
事

務
方
で
進
め
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

○
南
部
議
員　
質
問

村
民
の
方
々
か
ら
は
道
路
改

修
の
要
望
が
大
変
多
く
、
特
に

通
称
「
広
域
農
道
」
村
道
新
湧

西
原
線
つ
い
て
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

新
湧
西
原
線
は
通
勤
・
通

学
・
通
院
・
物
流
な
ど
の
生
活

道
路
で
あ
り
、
本
村
の
主
要
道

路
と
し
て
、
札
幌
市
・
江
別
市

側
か
ら
北
２
号
ま
で
改
修
工
事

は
完
了
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
先
は
補
修
が

必
要
な
箇
所
を
応
急
処
置
の

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
な
修
繕
が
な

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
交
通
安

全
の
面
で
も
心
配
で
あ
る
。

早
期
の
改
修
工
事
完
了
を
検

討
で
き
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

村
道
新
湧
西
原
線
の
改
修
工

事
は
、
村
道
維
持
補
修
工
事
の

な
か
で
平
成
27
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
、
当
別
町
と
の
村

界
か
ら
北
２
号
線
ま
で
継
続
的

に
工
事
を
行
っ
て
き
た
が
、
損

傷
の
激
し
い
ほ
か
の
主
要
な
村

道
の
補
修
工
事
が
必
要
と
な
り

今
年
度
は
そ
の
路
線
の
補
修
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
初
期
か
ら
平
成

29
年
ま
で
継
続
的
に
村
道
新
湧

西
原
線
の
道
道
へ
の
昇
格
に
向

け
て
北
海
道
に
要
望
し
て
い
た

が
新
規
の
道
道
昇
格
は
難
し
く
、

既
存
の
道
道
と
の
区
域
変
更
で

の
交
換
も
模
索
は
し
た
が
そ
れ

も
難
し
く
、
結
論
と
し
て
道
道

へ
の
昇
格
要
望
を
断
念
し
た
経

緯
が
あ
る
。

新
湧
西
原
線
の
改
修
工
事
の

早
期
の
完
了
で
あ
る
が
、
今
後
、

全
体
の
状
況
を
み
な
が
ら
損
傷

の
激
し
い
村
道
の
補
修
工
事
を

優
先
し
つ
つ
、
新
湧
西
原
線
も

引
き
続
き
補
修
工
事
を
実
施
し

て
い
く
。

農地流動化の停滞

　　将来を見据えた検討を

事務担当者で議論を進め

　新篠津農業の方向性探る

Q.

A.

広域農道の改修工事

　　早期の完了を求める

全体の道路状況みながら

　継続して補修工事を進める

Q.

A.

整備が進められている村道新湧西原線
（通称、広域農道）
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○
竹
村
議
員　
質
問

村
で
は
幼
児
教
育
の
推
進
と

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
た
め
、
今
年
４
月
よ

り
指
定
管
理
者
に
よ
る
保
育
所

運
営
を
開
始
し
約
半
年
が
経
過

し
た
。

ま
た
今
後
、
村
内
３
カ
所
の

保
育
所
を
統
合
し
、
一
つ
の
認

定
こ
ど
も
園
と
し
て
運
営
す
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
指
定
管
理
者
の
動
き
、
ま

た
保
護
者
、
保
育
士
、
子
ど
も

た
ち
の
状
況
、
保
育
所
運
営
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

保
育
士
か
ら
１
年
間
は
今
ま

で
ど
お
り
の
運
営
を
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
運
営
の
流
れ
を
把
握
す
る

た
め
現
場
の
意
見
を
尊
重
し
、

そ
の
よ
う
に
し
た
と
指
定
管
理

者
か
ら
聞
い
て
い
る
。

保
育
の
質
を
高
め
、
研
修
機

会
の
確
保
や
離
職
防
止
、
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
円
滑
な
移
行
を

目
的
に
保
育
所
巡
回
支
援
事
業

を
実
施
し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
新
篠
津
村
保
育
所
運
営

協
議
会
を
設
置
し
、
５
月
と
８

月
の
２
回
運
営
協
議
会
を
行
い
、

保
育
所
運
営
改
革
の
経
過
報
告

や
運
営
状
況
、
行
事
予
定
、
幼

児
教
育
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
。

当
初
、
園
児
た
ち
の
泣
き
声

な
ど
が
聞
か
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
落
ち
つ
い
て
元
気
に
過
ご

し
て
お
り
、
運
動
会
な
ど
の
大

き
な
行
事
も
無
事
に
終
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
令
和
７
年
３
月
に
た

か
く
ら
保
育
所
を
廃
止
し
、
令

和
８
年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
を
予
定
し
て
い
る
。

○
竹
村
議
員　
質
問

村
は
現
在
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
１
０
０
０
日
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
毎
日
の
よ

う
に
痛
ま
し
い
死
亡
事
故
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。

村
内
も
例
外
で
は
な
く
、
い

つ
事
故
が
起
き
る
と
も
限
ら
な

い
の
で
、
村
を
通
行
す
る
人
た

ち
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

今
い
ち
ど
、
村
内
で
一
時
停
止

の
標
識
が
必
要
な
と
こ
ろ
、
警

告
標
識
の
付
い
て
い
な
い
交
差

点
な
ど
を
確
認
し
て
い
き
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

道
路
交
通
法
で
は
、
一
時
停

止
や
通
行
止
め
な
ど
の
「
規
制

標
識
」
は
都
道
府
県
の
公
安
委

員
会
が
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
村
で
は
江
別
警
察
署

を
通
じ
て
北
海
道
公
安
委
員
会

に
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、「
警
告
標
識
」
な
ど

は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
村
で

設
置
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
道

道
に
つ
い
て
は
標
識
な
ど
を
含

め
北
海
道
に
要
望
を
し
て
い
る
。

村
道
に
つ
い
て
は
、
道
路
状

況
を
確
認
の
上
、
危
険
な
箇
所

が
あ
れ
ば
標
識
の
設
置
な
ど
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
交
差
点
な
ど
で
は
、

の
ぼ
り
や
予
告
看
板
を
設
置
し

て
運
転
者
に
注
意
喚
起
を
し
て

き
て
い
る
。

道
路
標
識
の
設
置
は
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
、

交
通
安
全
推
進
委
員
会
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
団
体
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
村
内
の
交
差
点
な

ど
の
危
険
個
所
を
確
認
し
、
こ

れ
か
ら
も
各
種
標
識
設
置
の
実

現
に
努
力
す
る
。

本年４月から運営が指定管理者に移行した
ひまわり保育所

一般質問
竹
たけ

村
むら

清
せい

一
いち

 議員

半年経過の保育所運営

　　　現状と今後の見通しは

これまでの運営を継承し

　　認定こども園へ移行する

Q.

A.
動画はこちら

道路標識のない交差点

　　今いちど確認が必要では

関係団体の協力得ながら

　危険個所を確認し対応する

Q.

A.
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議
会
の
動
き

議
会
議
員
視
察
研
修

議
会
議
員
視
察
研
修

中
央
要
請
活
動

中
央
要
請
活
動

　

８
月
27
日
、
28
日
の
両
日
、

幌
加
内
町
、
沼
田
町
及
び
北
竜

町
で
行
政
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

幌
加
内
町
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
垂
直
型
太
陽
光
発
電
の
実

証
試
験
施
設
や
そ
ば
殻
を
原
料

と
し
て
製
造
す
る
バ
イ
オ
コ
ー

ク
ス
プ
ラ
ン
ト
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

翌
日
の
沼
田
町
で
は
「
住
み

た
い
田
舎
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
毎

年
上
位
と
な
っ
て
い
る
町
の
移

住
・
定
住
施
策
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、そ
の
後
、

意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

北
竜
町
で
は
、
定
員
割
れ
と

な
っ
た
議
員
定
数
の
確
保
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
、
意
見
交
換

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
、
18
日
の
両
日
、

村
内
関
係
９
団
体
（
村
・
農
業

委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
商
工
会
・
福

祉
会
・
土
地
改
良
区
）
と
合
同

で
山
元
議
長
、
高
橋
議
会
運
営

委
員
長
が
上
京
し
、
農
林
水
産

省
、
国
土
交
通
省
、
道
内
外
選

出
国
会
議
員
に
対
し
、
意
見
書

を
提
出
し
中
央
要
請
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

沼田町の移住施策の説明を受ける議員

鈴木憲和農林水産副大臣に意見書を提出

垂直型太陽光パネルの説明を受ける議員

傍聴後、あいさつをする阿部佑亮さん

　

新
篠
津
中
学
校
３
年
生
18

人
が
９
月
12
日
、
第
３
回
村

議
会
定
例
会
最
終
日
を
傍
聴

し
、
村
民
の
生
活
に
関
わ
る

予
算
審
議
や
一
般
質
問
を
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

一
般
議
案

◎
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

【
物
品
名
】　

ス
ク
ー
ル
バ
ス

【
規
格
及
び
数
量
】

　

中
型
45
人
乗　

１
台

【
契
約
金
額
】

　

２
２
４
３
万
４
３
７
０
円

【
契
約
相
手
方
】

　

北
海
道
い
す
ゞ
自
動
車
株
式

会
社
札
幌
西
支
店

【
納　

期
】

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

◎
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

【
譲
渡
す
る
財
産
】

　

旧
新
篠
津
村
国
保
診
療
所

【
譲
渡
相
手
方
】

　

医
療
法
人
す
こ
や
か

【
譲
渡
の
条
件
】

　

譲
渡
の
相
手
方
は
、
譲
渡
後

に
新
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
設
備
備

品
等
の
病
院
機
能
の
移
転
を
完

了
し
た
後
に
譲
渡
施
設
を
解
体

す
る
も
の
と
し
、
そ
の
跡
地
は

新
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
駐
車
場
等
共

用
地
と
し
て
供
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。 第

４
回
臨
時
会

(９
月
27
日
)

新
中
３
年
生
議
会
傍
聴
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　村民が議会や議会制度をどのように捉えているか、また、これまでの議会の活性化の取り組みや今後の
議会のあるべき姿について分析するため「議会に関する村民アンケート調査」を実施したところ281名の
皆様から回答をいただきました。ご協力誠にありがとうございました。今回の結果を踏まえ、今後の議会
活動・議会運営に活かしていきたいと考えております。

※アンケート結果の一部を掲載しています。
　詳細については、新篠津村議会ホームページをご覧ください。 ホームページはこちら▶

〜〜 議会に関する村民アンケート集計結果  議会に関する村民アンケート集計結果 〜〜

あなたは議会に関心がありますか

関心がない
5.0％どちらかといえば

関心がない
6.0％

Q

関心がある
29.2％どちらとも

いえない
24.2％

どちらかといえば
関心がある
35.6％

あなたは議会のホームページをご覧に
なったことがありますか

よく見ている
2.5％

Q

数回見た
ことがある
18.5％見たことがない

34.5％

時々見ている
15.3％

ホームページの
存在を知らない
29.2％

あなたは議員が村民の代表として村政に
村民の声を反映していると思いますか

Q

どちらかというと
反映している
29.9％

反映している
18.9％

どちらとも
いえない
27.4％

どちらかというと
反映していない
11.0％

反映していない
6.0％

わからない
6.8％

あなたは議会通信をご覧になったことが
ありますか

議会通信の存在を知らない
0.7％ほとんど読まない

8.2％

全く読まない
0.4％

Q

全て読む
46.6％

関心があるもの
だけ読む
44.1％

あなたは議会議員の活動状況などの情報を
どこから得ていますか（複数回答）

Q

0

50

100

150

200

250

そ
の
他

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

議
員
個
人
の
報

告
会

議
員
か
ら
直
接

聞
い
て
い
る

議
会
通
信

【反映していない】または【どちらかというと
反映していない】と回答した理由（複数回答）

Q

0

5

10

15

20

25

無
回
答

そ
の
他

請
願
な
ど
の
対

応
が
不
十
分

議
会
で
積
極
的

に
発
言
し
て
い

な
い

村
民
の
要
望
が

実
現
さ
れ
て
い

な
い

村
民
と
の
対
話

が
な
い

Shinshinotsu  Village  Assembly  Information
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12

議
会
通
信
し
ん
し
の
つ

し
ん
し
の
つ　

 （
令
和
６
年
11
月
１
日
発
行
）

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

編
集
後
記

朝
夕
は
め
っ
き
り
寒
さ
も
厳
し

く
な
り
、
早
い
も
の
で
今
年
も
残

り
２
ヵ
月
足
ら
ず
と
な
っ
た
。

多
く
の
村
民
か
ら
多
く
の
要
望

の
声
が
あ
る
な
か
で
、
今
回
思
う

こ
と
は
、
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の

大
規
模
改
修
の
対
応
で
あ
る
。

私
が
ま
だ
議
員
に
な
る
直
前
の

令
和
５
年
３
月
定
例
会
を
傍
聴
し

て
い
た
時
に
、「
村
民
の
食
の
イ

ン
フ
ラ
を
守
る
た
め
現
在
、
村
内

に
１
店
舗
し
か
営
業
し
て
い
な
い

ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
守
る
の
は

村
の
役
割
で
は
な
い
か
」
と
の
あ

る
議
員
の
一
般
質
問
を
聞
い
た
。

長
い
間
、
更
新
さ
れ
て
い
な
い

店
舗
内
の
設
備
や
建
物
の
老
朽
に

よ
り
改
修
に
至
っ
た
の
だ
が
、
当

時
、
関
係
し
た
人
た
ち
の
陳
情
要

請
な
ど
の
行
動
に
よ
っ
て
、
国
か

ら
の
補
助
金
の
交
付
が
実
現
し
た

の
だ
ろ
う
。

改
修
中
は
一
時
的
に
店
舗
の
休

業
も
あ
る
が
、
食
料
難
民
を
つ
く

ら
な
い
よ
う
村
の
協
力
に
よ
り
江

別
市
の
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
ま
で

送
迎
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
。

関
係
機
関
の
最
高
の
支
援
に
感

謝
し
つ
つ
、
一
人
の
村
民
と
し
て

こ
の
店
舗
を
で
き
る
限
り
利
用
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

�

（
竹
村　
記
）

令和６年 第4回定例会のお知らせ

　　12月４日（水）

　　　～12月13日（金）予定

どなたでも傍聴
できます。
皆さんのご来庁
をお待ちしてお
ります。

　議会通信しんしのつは、新篠津
村議会ホームページからでもご覧
いただけます。

　本会議などの中継（録画）をイン
ターネットで配信しています。

議会通信しんしのつ

議会インターネット中継

【
８
月
】

19
日	

�
石
狩
町
村
議
長
会
議
員
研

修
会

21
日	
決
算
勉
強
会

27
日	

道
内
行
政
視
察
研
修

29
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

【
９
月
】

２
日	

村
の
日
記
念
村
民
の
集
い

４
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
３
回
村
議
会
定
例
会

（
初
日
）

４
日	

行
政
常
任
委
員
会

９
日	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

12
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
３
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

17
日	

中
央
要
請
活
動

27
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
４
回
村
議
会
臨
時
会

【
10
月
】

21
日	

所
管
事
務
調
査

	
議
員
協
議
会

	
議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
日
誌

　
　
議
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

　
　
議
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

【本会議】

　定例会や臨時会において、全議員で
構成する議会の会議のことをいいます。
議案の審議や村議会としての最終意思
の決定（議決）などを行ないます。

【意見書】

　地方自治法第99条の規定に基づき、
村議会は村の公益に関することについ
て国会や国、道などの関係行政庁に対
し、議会の意志をまとめた文書を提出
することができます。

【一般質問】

　執行機関である村に対し、個々の議
員が村政全般にわたって事務や事業の
執行状況、方針、今後の具体的な計画
などについて質問することをいいます。
本村議会では、３月、６月、９月、12
月の定例会で行なっています。

【答　弁】

　定例会の本会議や委員会などで、議
員の質疑や質問に対して、村長はじめ
教育長や関係課長などが回答や説明を
行なうことです。

議会 一口メモ


